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おわりに
はじめに
「葡萄栽培とワイン醸造」の実習は、2009年月からはじめて、この
月で11年目を迎えた。過去10年の科目の内容を振り返って報告し、様々な
角度から山梨県の葡萄栽培とワイン醸造について検証したい。
この実習は、学生達に農業の体験を通して様々なことを学んでほしいと
の思いから始められた。葡萄の栽培は、少子高齢化に伴い大変難しい状況
の中にある。農業離れが進み、後継者不足もあって年々栽培面積が減少し
ているのである。二十歳そこそこの若者が、月回〜時間葡萄栽培に
参加するのはそれほどのことではないが、農業の現場には思わぬ刺激を与
えたようである。ある農園では、老夫婦が若者達の来る日をとても楽しみ
に待っているとのことであった。農業の体験は、単なる遊びごとではなく
真剣そのもので、そこから生れた農園の人たちとの交流は掛けがえのない
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ものとなった。
．科目設置の経緯
私は、山梨学院大学に勤務して年目くらいの時に、地域をどのように
すべきかを考える研究会（当初は、「落穂拾いの会」、その後「クラブ
21℃」）に参加するようになった。そこで、しばしばブドウ農家やワイン
業界が抱える問題を学ぶ機会に恵まれ、様々な情報を得ることが出来た。
そんな折に、「クラブ21℃」の仲間から勝沼菱山でワイン用の葡萄を作
ってみないかと誘われ、2001年から仲間11人で葡萄づくりを始めることに
なった。勿論素人がやることだから、試行錯誤の連続で今年で18年目を迎
えるが、決して満足する成果は得られていないというのが現実である。週
末農業だから十分な管理ができないので、致し方ない面もあるが、周りの
農家の人たちからは、「良くやっている、良く続いている」という評価を
いただいている。「うちの農園も空いているのでやってもらえないか？」
という誘いも受けるほどだから、良い評価もあながちお世辞とは言えない
かもしれない。
その後2007年夏に菱山の三森農園の主から「あんたは学院の先生だっち
ゅうじゃん、学生連れて来て手伝ってくれんかねえ」と声を掛けられた。
その折は、曖昧な返事しかできなかったが、2008年月に、ゼミの学生
人を連れてピオーネの袋掛けを手伝った。時間程だったが畑の半分以上
の袋掛けを終えることが出来て、大変喜ばれた。こんなことがあって、そ
の年の10月に当時の山梨県果樹園芸会の鈴木武雄会長に葡萄栽培実習の開
設について相談し、同会の協力を得られることになった。カリキュラムの
内容と農園の受け入れの条件などを検討し、受け入れ農園を紹介していた
だくことになった。
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2009年月に至って、社団法人山梨県果樹園芸会と大学との間で学生の
受け入れ協定が結ばれ、月中旬に山梨市の同園芸会で発足会と第一回の
講座が開かれた。
．受け入れ農園について
当初の受け入れ農園は、軒全て葡萄の専業農家で耕作面積も〜ヘ
クタールという規模だった。その後年前から	軒に増えた。以下、簡単
に農園の特色を説明する。
【久保田園】甲州市勝沼町勝沼
勝沼では有名な観光農園で耕作面積は受託農園を含めて約ヘクタール。
月末から10月末まで収穫できる品種を揃えていて、その品種は50種類以
上というのが自慢。生食用の他、ワイン用のメルロも少量ではあるが栽培
している。
月末の土日は、一日1,000人以上が来園するという。リピー
ターが多いのが特徴。親子人と従業員数名で経営するが、夏の繁忙期に
は10数人が働く。
【三森農園】甲州市勝沼町菱山
菱山と山梨市に農園を所有していたが、現在は菱山だけで、約ヘクタ
ール。老夫婦人でやりくりする比較的規模の小さい農園。品種は、
月
初めに収穫するデラウエアに始まり、藤稔、ピオーネ、シャインマスカッ
ト、翠峰など。後継者の問題を抱えている。
【フルーツハウス矢野】笛吹市御坂町
ビニールハウス棟を所有し、早出しする農園として全国的に有名。耕
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作面積は、約2.5ヘクタール。2009年当時は全国一早い月に出荷してい
たが、現在は葡萄に負荷がかかりすぎる、燃料代の高騰などの理由から	
月に出荷している。主の矢野さんは、とても研究熱心で、「私は単にブド
ウを栽培するのではなく、ブドウ一房一房を芸術作品のように作り上げて
いる」というのが口癖。三世代の家族で経営している。
【サドヤ農場】甲府市善光寺町
甲府市善光寺の北の斜面一帯約ヘクタールを所有する農園。ワイナリ
ーのサドヤとは、親戚関係にあり、ワイン用の葡萄であるセミヨン、カベ
ルネソービニヨン、メルロなどを80年程前から栽培している。生食用も多
くの品種を栽培していて、秋には甲斐路やピッテロ・ビヤンコなど美しい
姿を見ることが出来る。主人夫婦の他従業員〜	名と研修員で経営して
いる。
【松木農園】甲府市蓬沢
大学に程近い蓬沢にある家族経営の農園。ヘクタール弱の耕作面積を
所有している。平地にあって暖かく、他より早く出荷できるのが特徴。品
種は、デラウエア、巨峰、ピオーネ、甲斐路、藤稔、シャインマスカット
などであるが、デラウエアは、月10日頃には出荷でき、月のお盆に間
に合う。月初旬には、全ての出荷が終わる。
【里吉農園】笛吹市一宮町
年前から新たに加わった受け入れ農園。ここは、葡萄の他、桃・スモ
モ・ブルーベリーなどを栽培している。葡萄は、ワイン用の甲州、マスカ
ットベリー A、巨峰を栽培している。ほとんどがワイナリーとの契約栽
培である。栽培面積は約ヘクタール。農園は山際にあって、シカやイノ
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シシの被害に苦慮している。老夫婦と息子の人で経営しているが、広い
農園で手が十分に回っていない状態が続いている。
．履修学生とカリキュラムの内容について
）年度別の履修学生は以下のとおりである。年度によって履修
学生の変動が大きい。
平成20年度 25名（各農園に名ずつ）
平成21年度 17名（各農園に名ずつ）法科大学院から聴講生名がサ
ドヤ農場へ
平成22年度 26名（農園に名と	名を割り振る）科目等履修生名を
含む
平成23年度 19名（農園に名と名を割り振る）大学院の学生が名
参加
平成24年度 19名（農園に名と名を割り振る）
平成25年度 17名（農園に名と名を割り振る）
平成26年度 名（履修者が少なくつの農園で実施）科目等履修生
名を含む
平成27年度 21名（	農園となり、〜名を割り振る）
平成28年度 26名（	農園に名〜名を割り振る）
平成29年度 16名（	農園に名〜名を割り振る）
以上10年間で195名がこの講座に参加したことになる。男女別の割合は、
年によって異なるが概ね女子は割で、留学生の参加は、名。名がヴ
ェトナム、他は中国であった。参加した日本人学生のうち山梨県外からの
学生は比較的少なく、
割以上が山梨県出身であった。
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）実習の内容と作業日程について
＜葡萄栽培＞
月中旬の土曜日 ガイダンスとブドウ農家との顔合わせ（農園の主か
ら農園の特色と作業の内容を実際に農園に行って伺
う）
月の第土曜日 ジベ処理、芽欠き、草取り（農園によって作業内容
が異なる）
	月の第土曜日 房づくり、摘粒など（農園によっては、笠掛けを行
う）
月の第土曜日 大房葡萄の袋掛け、出荷用の箱作り

月の第水曜日 デラウエアまたは、藤稔の手入れと出荷準備
月の第土曜日 大房葡萄の手入れと出荷作業
作業内容は、葡萄園によって全く違うことがある。地域性（暖地と比較
的冷涼な地区）や栽培する品種によって違うし、また、観光農園では、お
客様へのサービスを担当することがある。
＜ワイン醸造＞
月の第木曜日 ワイン醸造についてのガイダンスとワイナリーの説
明
10月初旬の土曜日 ワイナリーでの実習（ワイン用ブドウの収穫と手入
れ）
11月の第土曜日 ワイナリー（甲府市内）を社訪問して研修する
12月の第土曜日 ワイナリー（勝沼町）を社訪問しブドウの栽培方
法について学ぶ
月の第土曜日 ワイナリー、ディスティラリー、ブリュワリーを訪
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問、酒（ワイン、日本酒、ウィスキー、ビール）に
ついて学ぶ
＊月の第木曜日には、葡萄農家の皆さんを招いて報告会を開催し、
その後ワインを楽しみながら「感謝の夕べ」を開く。
ワイン醸造については、当初山梨県ワイン醸造組合にお願いして〜
か所のワイナリーに学生を受け入れてほしい旨を申し入れたが、繁忙期に
素人の学生を受け入れて研修をさせる余裕などないと言われ、本格的な醸
造の研修を実施することができなかった。例外として、まるき葡萄酒、ヴ
ィンテージワイナリー、丸藤葡萄酒工業で学生を受け入れていただいた。
まるき葡萄酒では、勝沼の葡萄祭りの当日、名の女子学生がワインの試
飲サービスを担当し、その他の学生はワインラベルの作成やメルロの手入
れを行った。
）「葡萄栽培とワイン醸造」を担当して
この実習科目を担当して多くのことを学んだので、反省も含めてここに
記録したい。まず、反省すべきことは、学外の農園の方々にお世話になる
からには、それなりの覚悟が必要であり、生半可な気持ちで取り組んでは
ならないということである。指導教員も参加学生も双方が注意すべき点で
ある。
最初のガイダンスで、実習へ参加する上での注意を書面で徹底している
が、学生には十分伝わっていないことが多い。したがって、農園の方々に
多くの迷惑をかけてしまった。時間を守らない学生、作業中の私語、無断
欠席、作業上の注意点を無視してしまうこと、などである。特に時間に遅
れる学生が一番迷惑をかけたと思う。農園の人たちは、仕事を途中で止め
て農場から学生たちを迎えに来るから、学生が時間通りに来ないと仕事が
大幅に遅れてしまうことになる。礼儀正しく、誠実に仕事に取組み、約束
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ごとをきちんと守ることが実習に参加する学生に求められる最低条件であ
る。
また、仕事を速く沢山こなしたいと言って、学生間で競争してしまう場
合が見られた。これも問題となる場合が多い。農園の主は、丁寧で確実な
仕事を求めている。雑な仕事は、結局やり直さなければならないことにな
って、二度手間になってしまう。学生達は、葡萄は大切な商品になるとい
う認識を心に留めておかなければならない。
実習への参加は、葡萄栽培の実際を学ぶことが主体であるが、農園の人
たちとの交流も大切な学びとなった。休憩時間には、よもやま話だけでな
く、農業の難しさやうまく稼ぐコツなども教えられ、学生たちにとって貴
重な経験となった。実習先の農園の方々は、山梨県の葡萄栽培を牽引する
理論と技術を持ち合わせているから、その能弁さに圧倒されてしまったと
思う。
ワイン醸造については、多少消化不良の面もあったが、各ワイナリーで
特色ある経営方針を学ぶことが出来た。また、ワイン用と生食用の葡萄栽
培の違いや工夫を葡萄畑で直接確認することができた。とても寒い時期の
研修だったが、前もって防寒対策を指示できなかったことが悔やまれる。
学生たちに寒く辛い思いをさせてしまった。
ワイナリーの社長や工場長の方々は、例外なく雄弁でワイン造りにいか
に努力を惜しまず打ち込んでいるかを滔々と話されるので、学生たちはそ
の迫力に圧倒されてしまった。勝沼醸造の有賀雄二社長は、時間程度の
話の予定を熱が入って時間越えとなってしまった程である。学生たちは、
時間を忘れて話に聞き入っていた。とても印象に残る時間だった。
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．山梨県における葡萄栽培とワイン醸造の現状について
）葡萄栽培の現状
葡萄の栽培面積は、後継者の問題があって少しずつ減少している一方、
農業生産法人や大手ワイナリーが耕作放棄地を買収したり借り上げたりし
て減少幅を抑えている。また、新規就農者も増加傾向にあって農業の先行
きは、必ずしも暗いものではないように思う。平成29年度の JA全農やま
なしが扱った県産果実の販売額は、10年ぶりに300億円を超えたとい
う。()生食用のシャインマスカットが人気で、売上高を押し上げている
のである。
ワイン用ブドウの栽培には多くの問題がある。各ワイナリーが自社畑で
栽培するヨーロッパ品種（シャルドネ、メルロ、カベルネソービニヨン、
プティヴェルドなど）やマスカット・ベリー Aの収量には、限界があっ
て、多くは葡萄農家から買い取る必要がある。しかし、買い取り価格があ
まりにも低くワイン用ブドウを喜んで栽培する農家は少ないのであ
る。()
ここ10年で白ワインの「甲州」が人気となり、ヨーロッパでも「甲州」
がワイン用の葡萄品種として認定された。()和食文化の世界的な広がり
もあって、和食に合う「甲州」を求める人々が多くなった。しかし、ワイ
ナリーは原料となる「甲州ブドウ」の調達に苦慮している。「甲州」から
シャインマスカットに植え替える農家が増加してしまったのである。品質
にもよるが、単価が10倍も違えば致し方ない結果である。
最近では、地球温暖化による影響も深刻である。収穫前の気温の上昇が
激しく、夜になっても気温が下がらないために、黒葡萄の色づきが悪い。
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生食用もワイン用にとっても打撃である。さらに、気候変動による集中豪
雨や雹の被害にもしばしば見舞われてしまう。月後半の長雨は、晩腐病
の原因となる。自然との折り合いをつけることの難しさに農家は常に苦し
んでいるのである。()
）ワイン醸造について
山梨県には、現在81社のワイナリーが存在している。最盛期には120社
程あったが、小規模の協同組合形式のワイナリーが撤退して一時は70社に
減少してしまった。最近は、法改正や特区制度も導入され、小規模でもワ
イン醸造に参入し易くなってワイナリーは増加傾向にある。
ワイン産業が山梨県の経済に貢献する割合は、それほど高いわけではな
い。売上高は年間300億円に届かないレベルであると言われている。県民
総生産の0.6％程だから高が知れている。しかし、近年は観光産業として
の葡萄とワインの位置づけが定着し、評価が高まっている。10年前に始ま
ったワインツーリズムは、参加者が日間で2,500人を超えるほどになっ
たし、各地で開催されるワイン講座への参加者も年々増えているという。
勝沼では、毎年月末の土曜日にワイン映画祭が開かれ、ワイン醸造家、
葡萄農家、ワイン愛好家の者が交流し情報交換を行っている。()
ワインの品質についてはどうだろうか。私が山梨に就職した昭和52年当
時のワインは、品質がばらばらで安かろう悪かろうというワインが多かっ
たように思う。外国から輸入したブドウ果汁で醸造したものや外国ワイン
をバルクで購入し日本のワインとミックスしたものなど、とても本格的な
ワインと言えるものではなかったのである。しかし、1990年代の回目の
ワインブームが到来したころから急速にワインの品質が向上した。消費者
が求めるワインが変化し、日本のワインにも欧米並みの品質を期待するよ
うになったからである。勿論、長年誠実なワイン造りを続けている醸造家
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が少なからず存在していたことは間違いない事実ではあるが、彼らの意識
もこの頃から変化し、より一層品質の良いワイン造りに励んだように思わ
れる。2003年から始まったジャパンワインコンペティションもワインの質
の向上に貢献している。(	)
．世界のワイン事情
）ワインをめぐる消費の動向と変化
フランスでは、1970年代以降ワインの需要が少しずつ下がっているとい
う。特にテーブルワインの需要低下が著しいとのことである。その理由は、
輸送手段（高速自動車道）の飛躍的な発達と冷凍・冷蔵技術の進歩にある
という。地中海からの新鮮な魚介類が新鮮なまま食卓に届くようになると、
ワインで臭みを消す必要が無くなり人々の多くがミネラルウウォーターを
飲むようになった。健康志向や若者の飲料に対する嗜好の変化も、ワイン
離れに影響したようである。したがって、安くて大量に消費されていたワ
インが売れなくなり、多くの生産者に打撃を与えた。さらに、ニューワー
ルドと言われるワイン生産の後進国（オーストラリア、ニュージーランド、
南アフリカ連邦、南北アメリカ諸国などの国）から輸入されたワインに価
格で負けてしまい窮地に追い込まれることになった。そこで、フランス政
府は日本で言う「減反政策」を採用せざるを得なくなってしまった。()
一方、高級ワインを生産するワイナリーは、世界的なワインブームに乗
って売り上げを伸ばしている。ボルドーやブルゴーニュの特級ワイン（い
わゆるグランクリュ畑のワイン）の値段は、この10年で倍から倍にな
ってしまった。シャトー・マルゴーやシャトー・ラフィット・ロートシル
トが本
万円〜10万円という価格になると、残念ながらとても気楽に飲
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むことはできない。
世界の果樹生産に占める葡萄の割合は、位のバナナを大きく引き離し
て圧倒的な位である。生食用、ワイン用、干しブドウ用など用途はいろ
いろであるが、栽培地域は世界各地に広がり、気温上昇によってこれまで
栽培されていなかった地域（たとえば、イギリス南部）でも栽培されるよ
うになった。日本においても、北海道がワイン生産を拡大していることを
思い起こさせる。
）ワイン法について
ワインの生産が盛んなフランス、イタリア、ドイツでは、法律によって
ワインの品質が厳しく管理されている。フランスの AOC、イタリアの
DOCや DOCGは原産地表示を意味し、ワインの格付けも行われている。
1855年のボルドーワインの格付けが有名である。EU 諸国では、AOPや
DOPという表示が別にある。法律によってワインの定義が定められてい
るのである。ワインの品質を維持し、自由で公正な取引が行われるように
法規制が出来上がったと言ってよい。「ワインのようなもの」は、ワイン
とは言えないのである。食品添加物の規制、補糖の規制など厳しく管理さ
れている。
日本には、ワイン法がなく、酒税法によって酒類として規制されていた
にすぎない。業者間の協定で「国産ワインの表示に関する基準」を決めて
品質を維持したり、地域や県単位で「地域内原料使用」とか「県内産原料
使用」という表示をボトルに貼っている場合もあるが、統一的なものはな
かった。ヨーロッパにおけるワインに対する厳しい基準や表示方法の規制
は、消費者保護の観点からも重要な意味を持っている。
そこで、日本においても酒税法が改正され2018年10月30日から「日本ワ
イン」の基準が示されることとなった。「日本ワイン」は、国産葡萄のみ
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を原料とし、日本国内で製造された果実酒、と定義され、葡萄産地や品種
等の表示が可能となった。その他の基準（化学的要素、製法に関する基準
など）も示されている。さらに、地理的表示についても厳格な基準が定め
られた。しかし、フランスのように栽培農家から生産地保護のために「ワ
イン法」を作ることを政府に要望したのと異なり、日本の場合は、上から
の改革（酒税法でメーカーを縛る国税庁の発案）である。したがって、ワ
インメーカーは、「新ワイン法」の適用について、いちいち国税庁にお伺
いを立てなければならない、というのが現状である。特にワインの表示に
ついての規制が厳しく、従来の表記が許されない場合が多い。(
)
おわりに
平成30年度の「葡萄栽培とワイン醸造」の実習が始まった。今年は、オ
リエンテーションでの担当教員の宣伝よろしきを得て、履修希望者が44名
だった。最終的には41名となったが、少ない年の倍である。山梨県以外
の履修者が12名、女子が14名である。
今年は、例年より暑く桜や桃の開花が10日ばかり早かった。葡萄の成長
も10日以上早いという。異常な進み具合なので、農園の方々は、多忙なだ
けでなく「不作」を心配している。農業は、自然現象に大きく影響されて
しまう。今後の天気が穏やかであることを望み、実習が恙なく終わるよう
に祈っている。
（注）
（）2018年月	日（金）山梨日日新聞朝刊第面
（）甲州ブドウは、生食用が余った時にワイナリーに買ってもらうことが多かった。
この場合にはキロ単価が100円にも満たないこともあって、ワイナリーと栽培農
家との間には不信感が生じてしまった。最近では、袋掛けをした甲州ぶどうをキ
実習科目「葡萄栽培とワイン醸造」の10年 83
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ロ300円で買うという契約も行われている。
（）2010年に「甲州種」が葡萄・ワイン国際機構（OIV）に品種登録されたのに続
いて、2013年には「マスカット・ベーリー A」が品種登録された。山梨日日新
聞2013年月日朝刊参照。
（）2010年には、勝沼地区でべと病の被害が広がり、畑が全滅するという深刻な状
況が生まれてしまった。我々の畑も例外なくほぼ全滅してしまい、いつもは400
キロ〜500キロ収穫できるところが、たった80キロとなってしまった。また、
2016年は、月の半ばから秋雨前線が停滞し、晩腐病が蔓延して特に赤ワイン用
のぶどうが大きな被害を受けた。
（）2018年月24日に盛田甲州ワイナリーと池田ワイナリーで第
回勝沼ワイン映
画祭が開催された。盛田甲州ワイナリーでは、「ブルゴーニュで会いましょう」
が上演された。
（	）毎年
月に山梨県で開催され、全国から約1,000本のワインが審査されている。
2017年
月日山梨日日新聞朝刊参照。
（）フランスでは、政府が質の悪いワインしかできないぶどうを栽培している畑の
「抜樹」に補助金を出して品質向上に努めている。山本博・高橋梯二・蛯原健介
著『世界のワイン法』日本評論社（2009年）36頁以下。
（
）たとえば、近年「桔梗ヶ原メルロ」の評価が高まっているが、「桔梗ヶ原」とい
う地名表示は曖昧で、地域が特定できないという。漠然としたイメージが問題と
なる。
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